
短期留学生報告 (2006 年 1 0 月 ，_ 2007 年 9 月 )

加藤扶久美

1 は じ め に

2005 年 に 富 山 大学 (五福 キ ャ ン パ ス ) ， 富 山 医科薬科大学 (高 岡 キ ャ ン パ ス ) 及 び高 岡短期大学 (高
岡 キ ャ ン パ ス ) が再編 ・ 統合 さ れ て ， 現富 山 大学 と な っ た。 旧富 山 大学で は 「富 山 大学短期留学生受入
れ体制要項」 に 基づ き ， 留学生 セ ン タ ー が， 学術交流協定校か ら の 短期留学生 の た め の 見学旅行 「 ス タ
デ ィ ・ ト リ ッ プ」 の 企画 ・ 実施 と 日 本語教育を行 っ て い た が， 統合後 も 引 き 続 き 実施 し て い る O 日 本語
教育 に 関 し て は ， 学生 の 日 本語能力 に 応 じ てJ 日 本語課外補講 (五福 キ ャ ン パ ス ) の 初級， 中級， 上級
の ク ラ ス を受講 し て い る 。 上級 ク ラ ス の 受講者 は ， 2006 年 10 月 か ら ， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の
た め の 総合 日 本語 コ ー ス も 受講可能 と な り ， 7 人が受講 し た。

本稿で は ， 富 山 大学五福 キ ャ ン パ ス に 在籍す る 学術交流協定締結校か ら の 短期留学生 に つ い て ， 総合
日 本語 コ ー ス の 受講状況 と ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ の 実施状況 に つ い て 報告す る 。

2 総合 日 本語コ ース受講 につ いて

2. 1 2006 年度の受講状況

2006 秋期 (2006 年 10 月 - 2007 年 3 月 ) の 受講者 は 7 人で， 出 身 大学 は 韓 国 の 国 民大学校 が 5 人，
韓 国 の 江原大学校が 1 人， 中 国 の 山 東大学が 1 人で あ り ， 学部別 内訳 は， 人文学部が 4 人， 人間発達科
学部 が 2 人， 経済学部 が 1 人 で あ っ た。 2006 春期 (2007 年 4 月 - 9 月 ) の 受講者 は 5 人で， 出 身大学
は韓国 の 国民大学校が 4 人， 中 国 の 山東大学が 1 人で あ り ， 学部別 内訳は， 人文学部が 4 人， 人開発達
科学部が 1 人で あ っ た。 受講科 目 数 に つ い て は ， 4 科 目 が秋期 に 3 人， 3 科 目 が秋期 に 1 人， 2 科 目 が
秋期 に 3 人 と 春期 に 2 人， 1 科 目 が春期 に 3 人で あ っ た。

春期 の 受講者数 と 受講科 目 数 が減 っ た の は ， 学部 の 授業 と 短期留学生修 了 レ ポ ー ト の 作成が大変 に
な っ て き た た め と 考え ら れ る 。

2.2 授業科 目

開講科 目 は ， 秋期 と 春期 と も に 7 科 目 で あ り ， 2006 秋期 に は， 聴解 を 6 人， 漢字 を 6 人， 作文を 3 人，
日 本文化 を 3 人， 会話を 2 人， 読解 I を 1 人受講 し ， 2006 春期 に は ， 読解 H を 4 人， 漢字を l 人， 作
文を l 人， 会話 を 1 人受講 し た。

2.3 成績評価

成績評価 は 総合 日 本語 コ ー ス に 準 じ て い る (1総合 日 本語 コ ー ス 報告」 参照)。 学生へ の 成績通知 は，
学期末 に 富 山 大学留学生 セ ン タ ー 総合 日 本語 コ ー ス (短期留学生) コ ー デ ィ ネ ー タ ー 加藤扶久美の 名
前で 「学業成績通知書」 を発行 し ， 個別 に 渡 し て い る 。 人文学部 に つ い て は ， 学部長名 で， 1富 山 大学
人文学部短期 ( 1 年) 留学生 プ ロ グ ラ ム (受け 入れ) J に基づ く 「履修証明書J が発行 さ れ て い る 。

ま た ， 初級， 中級 の ク ラ ス を受講 し た 短期留学生 に も ， 依頼 に応 じ て ， 受講証明書を発行 し て い る 。

3 ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プの実施状況

3. 1 フ ィ ール ド ・ ト リ ッ プ と の合同見学

2006 秋期 の 2006 年 12 月 1 日 (金) 午後 と 2006 春期 の 2007 年 6 月 1 日 (金) 午後 に， フ ィ ー ル ド ・
ト リ ッ プ と の 合 同 見学 と し て ， 富 山 市民俗民芸村 ・ 五百羅漢 の 見学を実施 し た。 短期留学生 の 参加者は
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秋期 が 3 人， 春期 が 3 人で， 留学生指導部 門 の 出 原節子が コ ー デ ィ ネ ー ト し ， 出 原節子 と 日 本語研修 コ ー
ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 後藤寛樹が 引 率 し た。

3.2 ス タ デ目 イ ・ ト リ ッ プ

2006 春期 の 2007 年 7 月 13 日 (金) 午後 に ， ス ク ー ル パ ス で YKK 黒部事業所 の 見学 に 出 か け た。
参加者 は 24 人で， 短期留学生 が 3 人， 学部生が 2 人， 大学院生 6 人， 研究生が 6 人， 科 目 等履修生が
5 人， 日 本語研修生が 2 人で， 短期留学生 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 加藤扶久美が企画 し ， 加藤扶久美， 日 本

語研修 コ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 後藤寛樹 お よ び留学支援室員 2 人が加 わ っ て 引 率 し た。

4 おわ り に
学術交流協定 に 基づ く 短期留学生 に 対す る 留学生 セ ン タ ー の 支援 は， ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ と 日 本語教

育 で あ る 。 ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ に つ い て は， 予算が な い の で， 無料で行 け る 見学場所を今後 も 開拓 し て
い き た い。 ま た ， 日 本語教育 に つ い て は， 今 ま で 日 本語諜外補講を 受講す る だ け で あ っ た が， 上級 レ ベ
ル の 学生 が総合 日 本語 コ ー ス も 受講で き る よ う に な っ た の で， 学部 と の連携を と り な が ら 支援体制 を充
実 さ せ て い き た い。
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